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第７７回卒業証書授与式を行いました 

 ３月１５日（金）第７７回嬉野市立吉田小学校卒業証書授与式を挙行いたしました。荒武浩美教育委

員様、学校運営協議会委員の皆様、保護者の皆様のご臨席を賜り、全校児童が参列し、１５名の児童が巣

立ちました。 

 今年度の卒業生は、「卒業を惜しまれる 6年生」を目指し、様々な場面でリーダーシップを発揮してく

れました。担任が一人一人の名前を呼ぶと、力強く返事をし、両親への感謝の気持ちや中学校で頑張りた

いことなど力強く述べ、塩田の鍋野和紙でできた卒業証書を校長から受け取りました。証書番号は、今年

の卒業生を含め、５３５８号となりました。吉田小学校の伝統を受け継ぎ、後輩への引き継いだ証です。

６年前に入学し、学校探検やひらがなの練習、数の数え方から小学校の学びを、仲間と共に、しっかりと

積み上げ小学校の教育課程を修了しました。 

私は、卒業式の式辞の中で、「葦」の話をしました。本校の校歌は「由緒も深き、あしの葉の」と始ま

り、校旗にも配してある、まさに本校のシンボル的な存在です。学校だよりのタイトルも「葦の葉」です。

フランスの哲学者パスカルは「人間は考える葦である」という名言を残しています。この言葉から２つの

ことを贈りました。一つ目は、風が吹くとしなり風が去ると元のように立ち上がる葦のように、柔軟性が

あり屈しない強さを持って欲しいということ。二つ目は、予測困難な時代に求められる「自分で考える」

とうこと。学ぶことで考える力が養われ、判断し行動できるので、学ぶことへの好奇心、意欲を持ち続け、

挑戦して欲しいと伝えました。 

卒業生を送る在校生の態度も素晴らしく胸を打ちました。体育館に響き渡る声で呼びかけや、「大空が

むかえる朝」を歌いました。厳粛な中にも、卒業生と在校生の気持ちがあふれた素晴らしい式となりまし

た。 

 吉田っ子の素直さと優しさは、保護者の皆様や地域の温かい風土によって育まれたものです。本校の

教育に対し、ご理解とご協力を賜りましたことに感謝申し上げます。 

今後も家庭・地域と手を携えながら、また、小中一貫教育を進めながら、かしこく心豊かなたくましい

吉田っ子に育っていくように努めてまいります。 
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かしこく やさしく たくましい 吉田っ子の育成 
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４年生 デイサービス宅老所「芽吹き」訪問 

４年生は、総合的な学習の時間に「福祉」について学習しています。２月１３日に、下吉田にあるデイ

サービス宅老所「芽吹き」を訪問し、介護の仕事や宅老所の施設設備などを学びました。そして、３月６

日に、２回目の訪問をしました。２回目では、入所者の皆さんとの交流を深めました。 

４年生の子どもたちは、入所者の皆さんを「楽しませたい。喜んでもらいたい。」という思いで準備を

進め、交流会では、クイズや歌、ゲームを披露しました。歌は「川の流れのように」で、おじいちゃんや

おばあちゃんが知っている曲にしようと選曲したそうです。ゲームは、「魚づりゲーム」で、座っていて

も参加できる配慮がなされていました。体を傾けながら大きな声で、「上手ですね。」「すごいですね。」と

声をかける４年生に、吉田っ子の優しさが溢れていました。 

帰りは、入所者の皆さんから「ありがとう。」「とても楽しかったよ。」と声をかけていただき、４年生

は、介護の仕事を学ぶだけではなく人と人との交流やぬくもりを感じることが出来ました。 

デイサービス宅老所「芽吹き」の皆様、お世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会活動 吉田小学校は４年生から取り組みます 

委員会活動とは、子どもたちにとって学校生活がより楽しく、より充実したものになるように学校内の

仕事を分担し、課題に自治的に取り組んでいくための活動です。吉田小学校には、運営、運動、保健ボラ

ンティア、放送・集会、図書、給食の６つの委員会があります。今まで、５・６年生で活動していました

が、児童数の減少により活動が難しくなり、来年度からは４年生以上で活動することになりました。３月

は、来年度の準備期間として、現３年生・４年生も先輩に教えてもらいながら張り切って活動していま

す。子どもの考えを活かして、アイデアを出し合いながら進めていきます。 

 

 

 

★ヤング川柳 （西日本新聞掲載分） 

 一席 「先生がファーストペンギンそう言った」５年 藤田 康雅 （お題 試す） 

 次点 「見つけたぞ不思議な森でサバイバル」 ５年 中村 凪雄 （お題 森） 

 次点 「一人だけわらうとみんなわらいだす」 ３年 白水 郁花 （お題 ぽかぽか） 

 次点 「ぽかぽかと人の心が目の前に」 ５年 白水 結仁 （お題 ぽかぽか） 

★チャレンジ３DAYS（新聞記事を読み意見・感想を述べる自由学習） 

 優秀賞 6年 木原 彩羽 

 

【お知らせ】〇令和 6年度始業式は、４月８日（月）です。給食は、4月 9日（火）から始まります。 

入学式は４月 10日です。入学式の日は給食はありません。 

〇３月の転入生は、伊万里市に転出されました。全校児童は 73名となります。 

入賞 おめでとうございます （敬称略） 
ファーストペンギンとは、集団で行動する群れの中から天敵がいる

かもしれない海へ魚を求めて最初に飛び込む一羽のことです。 


